
泌
を
助
手
と

L
て
先
づ
河
柏
山
市
松
に
於
い
て
約
二

↑

チ
ギ
ヨ
ウ
シ
ヨ
ヅ
ケ

知
行
所
附
加
賀
滞
に
於

十
町
の
法
的
耐
を
設
け
、
夫
よ
り
沈
建
山
聞
の
ね
さ
を

一
い
て
は
、

給
人
が
知
行
を
奥
へ
ら
れ
る
時
、
側
内
何

測
。
、

H
h
の
山
町
か
ら
地
M
T
削酬
の
低
位
を
測
っ
て
地

一
れ
の
村
に
於
い
て
括
合
何
棋
の
草
筒
何
訟
を
収
納
す

球
半
径
の
計
釘
に
及
ん
だ
こ
と
を
記
す
る
も
の
で
、

一
る
か
を
起
し
た
滞
侠
の
印
物
を
附
奥
せ
ら
れ
た
。
そ

そ
の
測
批
に
は
文
政
十
年
五

n九
日
か
ら
八
十
H
を

一
れ
が
知
行
所
附
で
あ
る
。
知
行
防
附

の
終
り
に
は

山
口
し
た
が
、
紡
削指
は
不
揃
足
で
あ
っ
た
か
ら
、
制
定

一
『
右
除
山
川
竹
木
、
如
定
夫
一叫
・口
米
可川
収
納
者
也
0
』

山
町
の
科
制
加
を
祇
す
る
と
附
砲
し
て
あ
る
o

一
と
砲
さ
れ
る
o
山
川
品
川
水
は
山
手
・川
役
・
防
役
容
の

チ
ギ
ヨ
ウ
知
行

滞
凶
の
裕
士
以
上
の
者
は
、

一
小
物
成
と
し
て
、
旅
の
所
得
に
院
す
べ
き
も
の
で
あ

岱
土
地
に
よ
っ
て
似
を
党
け
、
そ
の
開
削
は
百
h
M
を
以

一
る
か
ら
で
あ
る

o
X夫
鋭
・
口
米
の
開
削
を
杷
さ
ぬ
の

て
栴
す
る
。
知
行
と
い
」
の
は
n置
で
あ
る
。
前
山
利

一
は
、
静
内
を
一
辿
じ
て
一
定
の
容
が
あ
る
放
で
あ
る
。

家
の
出
は
知
行
の
折
紙
一
川
と
同
紙
の
車
耐
を
県
へ

、

一

チ
ギ
ヨ
ウ
メ
シ
ハ
ナ
サ
レ
知
行
被
召
放

士
人

之
が
服
部
は
従
来
の
的
自
と
年
々

の
出
凶
に
よ
り
、

一
に
し
て
そ
の
間
耐
を
維
持
し
得
ず
、
又
は
職
初
上
重

給
人
と
百
姓
と
制
約
で
協
定
し
た
。
然
る
に
利
日
の

一
大
の
非
行
が
あ
っ
た
附
は
、
知
行
被
η
口
放
の
雌
分
を

改
作
法
施
行
以
後
に
な
っ
て
は
、
続
H

比
を
院
し
て
定

一
泣
け
た
。
知
行
彼
討
放
は
僚
級
の
人
宮
崎
山
を
創
作
せ
ら

犯
訟
と
な
し
、
刊
姓
は
定
免
に
糾
問
す
る
定
納
を
給

一
札
、
戸北
μ
出
版
も
N
U
枚

4
ら
れ
る
が
、
そ
の
家
則
に
及

人
に
納
附
す
る
が
、
給
人
か
ら
一一言
へ
ば
折
紙
向
と
同

一
ば
な
い
。
以
米
で
仰
臓
を
党
け
て
ゐ
た
者
な
る
時

一
の
草
一
品
を
有
す
る
知
行
地
を
受
け
る
こ
と
な
〈
、

一
は
、
扶
持
被
布
政
と
い
は
れ
た
。
知
行
致
指
放
と
改

平
均
兎
の
訟
に
よ
っ
て
、
滋
耐
は
山
間
な
っ
て
ゐ
て
も

一
口
却
と
は
別
刷
新
す
る
が
、
刑
判
は
閉
山
侠
か
ら
恥
(
へ
ら
れ

同
一

の
収
納
額
を
得
る
如
〈
に
剖
竹
仰
せ
ら
れ
る
や
う

一
た
刊
物
印
物
を
そ
の
組
成
に
保
管
せ
し
め
る
が
、

に
な
っ
た
。
県
力
も
亦
知
行
を
栄
け
ろ
o
J
へ
イ
キ

一
後
半
日
は
今
一
〈
掛
川に
一路
上
せ
し
め
る
等
の
差
泌
が
あ
っ

平

均

記

。

た

。

チ
空
ウ
ン
ポ
ン
セ
ン
竺
雲
党
仙

川
口制
宗
の
附。

能
符
の
入
。

一
応
如
前
に
肋
引
を
泣
け
、
そ
の
絞
後
行

制
寺
の
郎
を
刷
ぎ
、
総
持
寺
に
持
っ
た
。

チ
ナ
エ
ン
ザ
ツ

キ

竹

幽
雑
記

三
加
。
編
者
等

不
明
。
前
山
氏
の

m
mに
闘
す
る
雑
録
で
、
何
の
紋

序
も
な
〈
記
載
さ
れ
て
ゐ
る
。

ン
メ
ン
チ
ギ
ヨ
ウ
シ
ヨ
知
行
所

加
ね
滞
に
於
い
て
、

平
士
以
上
の
受
け
る
知
行
加
の
所
在
は
、
知
行
尚
に

よ
っ
て
異
な
っ
て
ゐ
た
。
即
ち
知
行
九
十
九
有
以
下

は
全
部
加
到
、
刊
訂
以
上
川
九
十
九
一命
以
子
は
加
州

知
己
一
分
の
一

・
越
中
知
=
一
分
の
こ
、
二
列
羽
以
上
九

η九
十
九
石
ま
で
は
加
州
知
三
分
の
一
・
飽
越
知
三

分
の
二
、千
石
以
上
は
加
州
知
四
分
の
一
・
能
越
知
四

分
の
三
の
川
合
で
あ
っ
た
。
但
し
こ
の
淵
A
H
は
締
め

て
大
開
で
、
多
少
の
山
人
あ
る
を
妨
げ
な
か
っ
た
。

父
加
明
知
な
奥

へ
る
に
は
、
共
の
人
一
代
限
り
能
越

知
に
て
支
給
し
、
次
代
の
樹
約
者
に
誤
っ
て
皆
、
必
の

淵
合
に
前
田
L
。
役
科
知
も
能
越
で
血
(
へ
ら
れ
た
。

チ
キ
|
チ
セ

地
泉
か
ら
の
白
山
管
協
中
、
別
常
坂
・
仙
人
間
な
ど

い
ふ
地
を
越
え
る
時
は
、
標
高
一
九

O
O米
か
ら

一

九
五

O
米
に
主
る
問
、
左
右
の
高
地
に
挟
ま
れ
た
陰

棋
の
地
を
古
田
中
山谷
と
名
づ
け
、
腕
誌
と
い
へ
ど
も
残

認
を
見
る
。

チ
h
y
シ
ョ
ウ
ダ
ニ
畜
生
谷

能

美
郡
市
，
拙
か
ら

別
山
に
殺
る
協
で
仰
援
を
治
ぎ
る
時
は
、
首
位
谷
が

あ
る
。
線
一
品
二
二
五

O
米
に
鉛
り
一
五
一
五
米
に
終

る。

チ
ク
ゲ
ン
チ
ョ
ウ
サ
イ
竺
原
超
西
町
制
宗
の

品川。

大
山
川
氏
。
枇
蹴
俗
に
居
る
の
心
な
〈
、
進
に
総

持
寺
に
陪
山印
刷
簡
を

閉
し
て
仰
と
し
た
。
印
刷
誼
の

後
、
能
琶
の
川崎
山担
に
入
っ
て
一
宇
を
創
め
、
名
づ
け

て
栴
存
院
と
い
ひ
、
後
寂
を
こ
L

に
一
目
し
た
。

チ
ヲ
シ
ョ
ウ
ダ
ニ
畜
生
谷

格

安

部
自
市
，翻

チ
ヲ
プ
ジ
マ

竹
生
島

鹿

島

都
能
湾
烏
た
る
飯

日
部
古
川
の
市
方
に
在
る
陪
。

チ
9
7
ジ
ン

竹

婦

人

人
持
組
多
賀
県
防
の
市
立

で
、
制
句
を
好
ん
だ。

『
つ
れ

'r、
の
立
は
枯
れ
ず

や
冬
閉
山
』
な
ど
の
献
が
あ
る
。
こ
の
句
附
に
併

へ
て

助
諒
の
作
と
す
る
も
の
は
、
竹
船
人
を
州
知
人
と
絞

る
も
の
で
あ
る。

チ
ゲ
ン
イ
ン

管

源

院

大
型
寺
務
宅
第
六
代
前

m利
仰
の
子
利
純
の
法
悦
。
詳
し
〈
は

mMm院
孤
且

秋
天
防
士
。

チ
コ
ウ
智
洪

J
ム
ガ
イ
チ
ョ
ウ
伽
…
縦
詔
供
。

チ
コ
ウ
イ
ン
稚
光
院

加

賀
滞
京
第
六
代
前
山

吉
徳
の
男
で
早
川
肌
し
た
菜
の
法
蹴
。

チ
ョ
ウ
イ
ン

智

光

院

加
賀
滞
中
心節
目1
一
代
前

m治
的
の
側
室
武
村
氏
の
法
川
町
。
訴
し
〈
は
智
光
院

間
行
仲
品
川
止
大
姉
。

チ
ョ
ウ
イ
ン

智
光
院

大
明
寺
務
主
第
七
代
前

凹
利
物
の
子
理
蜘
の
法
制甑
O

砕
し
〈
は
智
光
院
畏
珠

宗
岡
山
賀
女
。

チ
ゴ
ジ
ヨ
ウ
ヤ
マ

完
城
山

江
泊
梢
湖
ヶ
政
の
う

ち
牧
に
邸
す
る
。
江
沼
志
稿
に
、
こ
の
村
に
あ
る
低

い
山
で
あ
る
と
杷
さ
れ
る
。

チ
ゴ
ノ
ミ
ヤ
見
ノ
宮

白
山
犯
に
、
白
山
御
前

領
土
の
祉
の
こ
と
を
叙
し
た
次
に
、『
束
有
ν
到
。
敏
一
一

圃

加
到
務
士
山第
六
代
前
出

向山富
。
如
設
備
霊
法
也
。
』
と
あ
る
が
、
今
は
さ
号
し

た
枇
股
が
な
い
o
阿
倍
に
ま
た
、『
中
笥
o
本
地
如
沼

輪
。
眠
法
如
=
本
宮
a

但
高
川
形
敗
。
山
富
云
々
。
但
根

本
は
如
H
M愉
、
後
ニ
三
間
山
山
中
ν
耐。
』
と
あ
る
か
ら
、

中
宮
に
も
山
富
山
か
あ
っ
た
と
見
え
る
。

チ

ザ

キ

千
時

江

泊

都
北
郡
に
町
田
す
る
部
"
問
。

チ
ザ
ン

智
山

白
山
守
の
惣

m
m大
法
問
で
、

白
山
宮
前
山
間
講
中
記
録
に
見
え
る
一
政
元
三
己
巳
和
泉

分
、
縦
人
間
山
総
帥
川品川
H
鎮
の
白
山
制
倣
に
つ
い
て
の

建
保
三
年
二
月
の
，X
、
及
び
同
四
年
十
一
月
廿
況
日

白
山
取
俄
耶
衆
等
航
に
そ
の
名
が
あ
る
。
お
政
=
一

年
九
且
什
日
逝
去
。

チ
シ
キ
マ
イ
剣
磁
米
小
川
知
織
に
射
し
て
脳
入

す
る
初
慰
米
の
こ
と
で
あ
る
。
加
れ
滞
で
は
、
石
助

山
天
一中
寺
が
能
殺
の
同
内
侍
戸
か
ら
米
一
ニ
升
を
徴
す

る
こ
と
を
泊
さ
れ
、
越
中
川
山水
加
で
は
天
平
寺

へ
二

升
、
二
上
山
益
老
寺
へ
一
升
を
街
地
ず
る
例
で
あ
っ

た
。
併
し
何
れ
に
し
て
も
小
別
の
お
は
そ
れ
よ
り
小

対
を
仰
す
に
止
っ
て
ゐ
た
ら
う
o
X
絞
首
は
肌
木
山

怯
住
寺
が
味
洲

・
臥
計
二
棚
、

一
宮
印刷
多
訓
副
が
M

引

咋
山
出
品
二
川
で
知
設
米
を
励
魁
し
た
が
、
法
住
司

は
凶
安
一
二
年
寺
領
=
一
イ
偵
を
得
た
時
か
ら
之
を
阪

L
、
口品
多
紳
枇
は
院
長
六
年
八
月
天
平
習
に
そ
の
椛

利
を
、誠
り
、
出H
拙
院
が
二
市
内
で
元

一宮
知
識
米
を

問
泌
L
、
一
一
列
を
大
宮
的
、

一
引
を
日
仙
院
に
牧
め

る
こ
と
に
た
っ
て
ゐ
た
。

l
ソ
ワ
ジ
ヨ
ウ
マ
ハ

リ

曲川
正
組
。

チ
セ
イ
イ
ン

智
清
院
大
型
寺
一
椛
士
山
第
二
代
前

悶
利
関
の
女
で
、
水
野
中
務
少
糊
忠
洲
夫
人
に
な
っ

た
絞
糾
の
法
獄
。
詳
し
く
は
智
的
院
得
控
恕
副
大
姉
。

チ
セ
ン

智
悶

l
〆
イ
ジ
ツ
チ
セ
ソ
制
限
官
民
間
日

m
q
o
 

日
チ
セ
ン
イ
ン

智
仙
院

五
三


